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明けましておめでとうございます！どのような新年をお迎えでしょうか？ 

年は百年に一度の世界同時不況とやらで、これまでよりどころとしてきた全てのものがガ 

ラガラ崩れて行くような驚くことばかりが多い年でした。極め付きは、年の瀬に能ヶ谷神社 

が炎上したことです。すさんだ世相を反映しているのでしょうか。 

何はともあれ年が改まるということは嬉しいことです。 元旦は快晴に恵まれ、いつものように、

日の出を下堰親水で迎えることができました。川面が茜に染まり悠々と遊泳している鯉の姿が浮か

び上がってきました。一羽の白鷺が上流をさして飛翔していきました。そこには、なにひとつ変わ

らない穏やかな真光寺川の流れがありました。 

年は、真光寺川を清流にする会がスタートして１０年目の節目の年をむかえることになり 

ました。あれもしたい、これもしたいと色々夢が湧いてまいります。初心にかえり、皆で力

をあわせ、楽しく進めていきたいものです。 

年末、有志が集まり、一年をふりかえり２００８・５大ニュースを選んでみました。 

こども達でにぎわった「真光寺川まつり２００８」 

    ７月 2６日（土）第七回目が開催されました。例年に 

なくメダカの発育が悪く懸念されましたが、和光鶴小 

の小菅先生の全面的バックアップをえて事なきをえま 

した。 

こども達の参加が評価された「ＨＡＴＳのつどい」 

８月２２日（金）～２４日（日）まちだ中央公民館で 

開催されました。展示の部では「会の活動」「真光寺 

川の鳥」「真光寺川の研究―和光鶴小」「ごみ減量の 

研究―鶴三小」が公民館の正面の広い壁面を飾りま 

した。発表の部では視聴覚教室で和光鶴小・四年生、 

中島先生のクラスのこども達の間で「川のこと何で 

も相談」が開催されました。 

「全国水生生物調査」を実施 

    ９月１４日（日）鶴三小のこども達と環境省・国土 

交通省が全国的に実施している水生生物調査に参加 

しました。今後、継続的に参加していきたいものです。 

周辺の住民・学校との連携進む 

    まつり・出前講座・体験学習を通じて、地元住民や 

講座鶴三小、和光鶴小、真光寺中、麻生総合高校等 

との交流がすすみました。 

行政と川環境の改善について協議 

真光寺川の川環境を改善するため、蛇籠やビオトープ 

の設置、野草植栽地の確保などについて南多摩東部建 

設事務所に提案し協議を重ねました。実現するといい 

ですね。 

平成 21 年元旦 

真光寺川を清流にする会・真光寺川里親の会・会長 山口拓郎 

 

 

 

HATS のつどいー「川のこと何でも

相談」で質問する子どもたち 

今 

昨 

全国水生生物調査―真光寺川の底

石についている生き物を調べる 

子どもたちで賑わった真光寺川まつり 
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光鶴小の 4 年生は今年も「真光寺川」をテーマに学習し

ています。11 月 9 日（日）には下堰親水場で生きもの

調査を、１１月２１日（金）には全員で源流探検に行きました。 

日は担任の中島先生に引率され 6 名が生きもの調査を行

いました。この日は寒い日で採集が低調でしたが、それ

でもヨシノボリやシジミがとれるたびに歓声を上げていました。

21 日の源流探検では、4３名の生徒と小管先生、清流の会から

３名の会員も応援に参加しました。担任の中島先生から源流で

は見つけた生き物は写真に撮り一切持ち帰らないことなどの注

意を受け出発。今回は電源開発変電所下の源流に入りました。生い茂る竹の間をぬい、棄てられ

た車やバイクの脇をとおり谷戸の行き止まりまで登ると、斜面のあちこちからちょろちょろ水が

染み出していました。「ここが源流です」清流の会の山本さんから説明を合図に、子どもたちは

一斉に足をぐちゃぐちゃになりながらも懸命に落葉をはがし生き物を探しました。「沢ガニを見

つけた！」あちらからもこちらからも歓声がわきました。全部で数十匹を確認。また小管先生か

ら「この沢に丸い小石が多いのは、ここが大昔海の底であったことの証明です」と説明も受けま

した。子どもたちの感想は、「もっと明るくてきれいな源流かと思った」、「ずぶずぶしていた」、

「楽しかった」。帰りに三社権現下の源流の話を聞き、裏山から学校に戻りました。 

『めだかポスト』                         
郵便振替で鶴川 4 丁目の芦田徳明様から、その他「めだかポスト」への寄付のほか一木会からの寄付を

合算して 1２月は合計 5,769 円でした。里親の会の活動に対する皆様のご厚志に感謝いたします。 
  

ご厚志を頂くに当って、ご負担をかけない様に「印字済払込取扱票」をポスト脇のファ

イルに入れてあります。「赤インク印字の払込取扱票」をご利用頂ければ、手数料無料で

お振込みが出来ます。またなるべく ATM での振込みをご利用ください。 

どうかよろしくお願いいたします。 

 郵便振替 『００１５０‐４‐５７４１１４』 

  加入者名 『真光寺川里親の会』 
 

 

 

 
  

 

 

2 月の例会は、「菅原神社～滝の沢湧水～芹ケ谷公園」の散策を予定しています。 

集合：2 月 8 日（日）10 時 30 分 菅原神社本殿前集合。 

菅原神社は鎌倉時代にはきれいな水が湧き出ていたという歴史のある場所、ここから恩田川の源

流の一つで湧水量の豊富な滝の沢まで散策します。滝の沢湧水では日頃この湧水の保存に取り組

んでおられるエコネット町田の樋渡さんのお話を聞きます。滝の沢からはバスで町田駅まで戻り

駅周辺で昼食の予定。希望者はその後芹ケ谷公園で湧水観賞したいと思います。 

湧水を巡る散策、いかがでしょうか？ 清流の会会員・里親の会の皆様そして一般の方々のご参

加を歓迎いたします。ご一緒に散策しませんか 
  

『 http://www.shinkojigawa.com/』 ホームページへご意見ご感想をお寄せ下さい 
 

『真光寺川 里親の会』会長：山口 拓郎 町田市鶴川 1-10-13  ℡/Fax 042-735-0382 

事務局：町田市広袴 3-24-11 山本隆治 ℡/Fax 042-736-0214 e-mail ryuji.yamamoto@beach.ocn.ne.jp 

 

私 た ち の 行 動 基 準 
 

１，私たちの活動は、地元や地域の人たちに支持されているか。 

２，私たちの活動は、自然に対して謙虚であるか。 

３，私たちの活動は、誰にも解るように説明されているか。 

2 月８日（日）菅原神社・滝の沢湧水など湧水を巡って散策しませんか 

和光鶴小 4年生 生き物調査と源流探検へ 
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源流で生き物を探す子供たち 


